
達成状況

１．（１）　成果目標：我が国の国連に対する貢献を対外的に発信すること
を通じて，国連の場における我が国の重要外交課題の遂行を促進する。
また，我が国が実施する事業との相互補完性を高める。

活動指標：ＵＮＩＣ東京の活動を通じた我が国の重要政策への貢献。我が
国関係者との協力関係の一層の構築。
　

　国連における日本の貢献の意義や日本の国連政策を，国連のネットワークを活用し，国内のみならず国際社会に対して積極的に発信することを
通じて，国連の場における我が国の重要外交課題の遂行に寄与した。
　また，国連広報活動事業の実施に当たり，国連アカデミックインパクト，国連グローバルコンパクトジャパンネットワーク等の日本の教育機関や企
業と協力・連携し，我が国関係団体と積極的に関係を構築している。
　
　

分担金・拠出金の名称
Ｂ

拠出先の国際機関名

担当課・室名 総合外交政策局　国連企画調整課

評価
東京国際連合広報センター拠出金

東京国際連合広報センター

（４）　邦人職員数：現在の邦人職員数を維持しつつ，更なる増強を図る。

　
活動指標：ＵＮＩＣ東京における日本人職員数の維持。国連全体の邦人職
員増強に向けたＵＮＩＣ東京の取組。

　ＵＮＩＣ東京における専門職ポストは，現在日本人が就いている所長ポストのみであり，加えて，現地職員６名も全て日本人。
　さらに，ＵＮＩＣ東京は，国連機関における邦人職員増強のため，学生を始めとする若い世代を対象に，自発的かつ積極的に広報活動を行ってお
り，我が国における国際機関における邦人職員増強の取組に貢献している。

２．　PDCAサイクルの確保 ①計画段階(Plan)：拠出に先立ち，外務省と協議しつつ広報活動事業計画を策定。②実施段階(Do)：広報活動事業計画に基づき，事業を実施。③
評価段階(Check)：国連会計監査委員会による外部監査報告書により成果を評価。また，日本政府としても，ＵＮＩＣ東京の広報活動実績を通じて
然るべく評価。④フォローアップ(Act)：外務省との定期的協議，事業参加者からのフィードバック等を通じ，必要に応じて広報活動事業の見直し，
次年度以降の広報活動事業計画策定に繋げている。

（２）　成果目標：ＵＮＩＣ東京における我が国の発言力及び影響力を確保す
る。

活動指標：国連広報活動の企画及び実施に当たり，我が国の意向を反
映。

　ＵＮＩＣ東京とは，定期的に意見交換会等を実施し，我が国の国内事情，我が国における広報活動のあり方等について密接に意思疎通を行って
おり，これらの機会を通じて，ＵＮＩＣ東京の活動内容に我が国の意向を十分反映させている。

（３）　成果目標：効率的な組織・財政マネジメントの実現

活動指標：未執行残額の適切な執行・管理。適切な組織運営の継続。

　未執行残額は継続して減少してきており，効率的な財政マネジメントが実現できている。今後も未執行残額の適切な執行・管理について我が国
からの働きかけを継続し，拠出金の適切な執行・管理を目指す。
　また，組織運営については，インターン等も活用し，効果的・効率的な組織運営に努めている。

国際機関の概要

・東京国連広報センター（UNIC東京）は，国連広報局の下部機関。国連の活動の意義や国連の活動全般に関する情報を，国連公用語ではない日本語を用いて様々な手段で発信している。具体
的には，講演会，シンポジウム等のアウトリーチイベントの開催，ウェブサイト管理，facebook等ソーシャルメディアによる情報発信，国連の活動に関するプレスリリースの発出，国連文書の翻訳，
資料作成等を行っている。
・また，他の国連諸機関と協力して，国連広報を戦略的に推進している。

拠出により我が国が期待する成果目標及び活動指標


